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平成２７年９月３０日 
子育て支援部子ども家庭課 

【９月議会追加補正予算案件】 

子育ての駅は、長岡地域に３カ所と栃尾地域に１カ所に開設しており、年間約２７万人が

利用していて、今まで延べ約１８９万人の方からお出でいただいています（利用実績は別紙）。 

このたび、支所地域の子育て支援体制を強化するため、各地域に設置している子育て支援

センターの機能を拡充して、地域版「子育ての駅」として新たにスタートさせます。 

これまで「子育ての駅」で培った高校生や高齢者など多世代が関わる子育て支援の輪を全

市域に展開し、「市民みんなで子育てするまち長岡」をさらに一歩前へ進めます。 

さらに、全市的な取り組みとしてスマートフォンなどでも見やすい情報発信、タニタと連

携したメニュー開発など子育て支援の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○開設時期 

・平成２８年１月（和島、与板、川口地域は４月） 

○開設場所 

・保育園に併設している子育て支援センター等を活用します（山古志地域は山古志体育

館、和島地域は和島保健センター、与板地域は与板幼稚園で実施）。 

○子育てコンシェルジュの配置 

・それぞれの地域で子育てに熱意を持っている方を任用し、一人ひとりに寄り添った相

談、情報提供や関係機関につなぐ支援を行います。 

栃尾地域の子育ての駅「すくすく」（平成２４年度開設）にも配置します。 

○市民力・地域力を活かした運営 

  ・生活文化や自然、歴史など地域特性を活かしながら世代間地域間の交流を進め、地域

全体で子育てを支え合う体制をつくります。 

・三島、山古志、与板地域は、地元のＮＰＯや社会福祉法人のノウハウを活かした運営

委託を行います。 

 

 

子育てコンシェルジュも配置 

全支所地域に「子育ての駅」を整備します 

長岡市 

裏面に続く 

２ 地域版「子育ての駅」の概要 

１ 今回のコンセプト 

「子育ての駅」のコンセプト 

・雨の日も雪の日ものびのび遊べる「遊びの場」 

・保育士や子育てコンシェルジュがいて気軽に相談できる「相談の場」 

・中高校生から高齢者までが子育てに関わる「交流の場」 

支所地域への設置ニーズも高い「子育ての駅」を地域展開することで、より身近で地域

一体となった子育て支援の輪を広げたい。 

市民やＮＰＯと一体となって、全支所地域で「子育ての駅」を展開 



 

 

 

 

 

主に妊娠期から就学前までの子育て情報を、今まで以上に分かりやすく、タイムリーに届け 

るため、スマートフォンやタブレット端末向けのポータルサイトを立ち上げます（パソコンか

らも閲覧できます）。 

○開始時期 

平成２８年３月(予定) 

○主な掲載情報 

・長岡市の子育て情報 

・保育施設・空き情報 

・子育て関連施設情報 など 

 

 

 

  食と健康の新たなスタイルを提案するタニタカフェ（長岡市多世代健康まちづくりプロジェ 

クトの拠点）と連携し、子育てに役立つ長岡オリジナルの付加価値のある食を通じた学び・交 

流の場を提供します。 

 ○開始時期 

平成２８年１月（予定） 

 ○実施場所 

   ちびっこ広場（予定） 

○主な内容 

  ・乳幼児のための食事・おやつ講座 

   ・妊婦や子育て中のママの食講座  など 

 

  

 

  ６８，２６９千円 

（１）子育ての駅整備関係 

①施設整備費 ２３，８４０千円（改修等の建物整備にかかる費用） 

    ②運営事業費 ３５，１４６千円（子育てコンシェルジュの配置、運営委託に係る費用） 

（２）情報発信関係 

８，５００千円 

（３）タニタカフェ連携事業関係 

  ７８３千円 

  ※上記事業について、地方創生に係る上乗せ交付金５０，０００千円を現在申請中。 

 

                  問い合わせ：子ども家庭課 電話３９－２３００ 

地 域 開 設 場 所 開設時期 運営 備 考  

中之島 みずほ保育園 １月 直営 現在の建物を改修 

越 路 こしじ保育園 １月 直営 現在の建物を改修 

三 島 みしま中央保育園（私立） １月 委託 
現在の建物を改修 

委託先「社会福祉法人はなみずき福祉会」 

山古志 山古志体育館 １月 委託 委託先「総合型クラブＹ－ＧＥＴＳ」 

小 国 ひまわり保育園 １月 直営 現在の建物を改修 

和 島 和島保健センター ４月 直営 現在の和島保育園から移設、開設 

寺 泊 おおこうづ保育園 １月 直営 現在の建物を改修 

与 板 与板幼稚園 ４月 委託 委託先「社会福祉法人光寿福祉会」 

川 口 子育て支援センタ―川口すこやか ４月 直営 現在の建物を改修 

４ タイムリーな子育て情報の発信
６ 

５ タニタカフェ連携事業 

６ 補正予算額 

 

３ 開設場所・時期等 



 

 

参 考 資 料 

 

子育ての駅の概要 

 

１ 子育ての駅が生まれた経緯 

 

以前から、冬でも子どもが外で遊ぶ場が少なく、「冬場や天候が悪い日でも、子どもた

ちを安心して遊ばせるスペースがほしい」という声が多く寄せられていました。 

そこで、平成１３年に、長岡市民センターのスペースを活用して「子育ての駅」の原

型となる「ちびっこ広場」を開設したところ大変好評でした。 

ちびっこ広場内に設置した「自由ノート」の中でも雪国長岡に住むお父さん、お母さ

んから、子どもをのびのびと遊ばせることのできる場を求める声がありました。 

また、市民のニーズ調査を行ったところ、育児不安を抱える保護者が増えており、子

育て相談や親同士の交流の場を求める声が多かったことから、このような市民の声をふ

まえ、気軽に集い交流できる場として、平成２１年５月５日に、長岡オリジナルの保育

士がいる公園「子育ての駅千秋てくてく」が誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 整備経過 

平成 13年 10月  旧「ちびっこ広場」の開設（市民センター内） 

平成 21年 5月   ①子育ての駅千秋「てくてく」開設 

平成 22年 4月   ②子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」開設 

平成 22年 8月   ③子育ての駅ちびっこ広場開設（フェニックス大手ウエスト内移転） 

平成 24年 7月   ④子育ての駅とちお「すくすく」開設 

（NPO法人子育て広場ふっくらに委託） 

平成 26年 6月   ままのまカフェの実施（母子保健推進員を交えて交流する場） 

平成 27年 4月   子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」運営委託 

(NPO法人多世代交流館になニーナに委託) 

平成 27年 4月   子育てコンシェルジュ配置 

 

 

裏面に続く 

自由ノート 市民センター内旧ちびっこ広場 



 

３ 子育ての駅４施設の特徴 

 

○子育ての駅ちびっこ広場 

 絵本や育児書など１万３千冊が並ぶ「まちなか絵本館」を施設内に開設。 

子育て支援・多世代交流に絵本を取り入れた、保育士のいる絵本館です。読み聞かせ

ボランティアや図書館司書と協働・連携したソフト事業を実施します。 

 

○子育ての駅てくてく 

 緑あふれる広々とした公園と全天候型運動広場をもつ子育て支援施設の機能を最大限

活かした親子のふれあい事業を展開します。 

 世代や分野を越えた様々な人との出会い、ふれあいを通じ、地域の文化や歴史を活か

した多世代交流を推進します。 

 

 ○子育ての駅ぐんぐん 

 広々とした「市民防災公園」の中に、子育て支援と市民防災の機能が融合した施設で 

す。施設内にはミニキッチンがあり、離乳食の実演のほか食育事業などを行います。 

 平成２７年４月から、開設当初から協働して事業運営を行ってきた「NPO法人多世代交 

流館になニーナ」に運営を全面委託しています。 

 

○子育ての駅すくすく 

栃尾地域で子育て支援活動を行っている「NPO法人子育て広場ふっくら」に運営委託し、

自然や伝統文化など栃尾らしさを活かした事業を展開します。 

「栃尾産業交流センター（おりなす）」や「栃尾地域図書館」などと連携して、多世代

交流を推進します。 

 

 

【利用実績】 

 単位（人） 

施設名 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 通算利用者数（※） 

ちびっこ広場 38,832 38,957 41,140 459,437 

てくてく 154,529 154,824 157,163 1,050,894 

ぐんぐん 63,879 59,684 63,083 346,716 

すくすく 5,908 9,546 10,300 29,552 

合 計 263,148 263,011 271,686 1,886,599 

※平成 27年 8月末現在 

 

４ てくてくの受賞歴 

・第 8回（2009年度）芦原義信賞優秀賞（建築） 

・第 5回（2009年度）こども環境学会賞（建築+公園＋桜づつみ遊歩道） 

・日本建築家協会賞 2010（建築） 

・2009年度グッドデザイン賞（建築+公園＋桜づつみ遊歩道） 

・第 4回（2010年）キッズデザイン賞優秀賞 

・第 14回（2013年）公共建築賞特別賞            ほか 

 


